






要約:日本人 PKU の出生前診断を目的として PCR 法による PAH遺伝子内 RFLP の検出を検討

した。正常対照 4例において,XmnIRFLPは 230bp/125+105bp(対立遺伝子頻度 0.10/0.90,出

生前診断可能率 17%)に認められた。今後 PKU 出生前診断の実用化には,PCR 法による多種類

の RFLP の検出が有用と考えられる。 


